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別h:fi lij1)' }lI!の i且 J~71< i耳分布
座著して湘;í~A(のi漏洩をふせぐやうにする震には，埋浅管が蛾智子の場frは例の心配もない
が，竹管ならば新しいものでなければな ()~J コ 竹管が古くなってゐると，この異常水!匿の鴛
に中途の腐桁したところか糟目などが破損する心配がある。うL泉管の上部は多 く埋隠して
あってか A る貰測を行ひ得るものは質際l:極く少し、。貰浪IJせるものぞ第 l表(A)に掲ける。
-ー;-， il.'it泉水酬が地表よりpJなり低いところでは，既報1ヲの如く第2fi量lの様に湧出口直









かくて測定水頭の地表L よわの高~;，どんとすればil.'ìt泉水顕 H はその和である。印ち
H=ho+L (1) 
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"D) :1~ 二二iUIJíi::法 ; こよ ろ
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従って q，σ，Cが測定出来れば 4んが求められ， 父:'h，0， qがiJlJ定出*wまどが.:Rめられ
る。かくして求めた cを第 1表に併記しである。 うL気!竪ク〉湧出量に/之(-Iす影響 3)よりよl乙め
fこ筑!竪係数なるもの c は J'.~の c と全く同じ意味な持つものであって，質測値の第 1 表
(C)と比較して略今閉じ程度の値である事が知られる。そこで今これらすべての卒均埴 Co
‘，=20.0川，，-t (5) 
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3. 奮別府市街の温泉水頭分布朕況
別府市街地の渦炭水iiJ~の大惜の分前iM~況を曾得し易からしむる矯に，前記多数の質iJ!lJlう
至推定水凶から 100m11三 1/1 "1 の平均値を求めてその中心思~\二て代表せしめ， ごれによって
等水頭線をお3闘に於て査く。その結果として失の事が言へる一
1) iKìt泉水iiJlは 71~均ì'.f:}耐より常に高い 、 個今のj院i~について質iWJ及ut'ffi定水iißに. "j(、て
も然りである。それ故もし;~j底にて雨者相通するとする (i，'[Uit7J<(ま絶えすJ:r'二ri'1って流れ
賓際 I:i胤Jjt水の-l~fítJ: ;~j'l'(こ放/p.してゐるか t生HオUl.l
均等水弧線は等地高線に似てゐるが，幾分水凶勾配のゐーが地表勾配よ ね援であるコ今
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示す所の土壌係披(S，)iJCOll~t; ，nt ) を測定しにところによれば第3表の如くなる。その測定
方1去及測定器は盟版義 ・氏の考案丹、による この材料は少いけれど大韓の見蛍えと付けるに
河 野満， JIJ下: })lj府鶴市内の地igt分布とi昆泉脈， 本誌本放耳~233頁ぅ
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朝 Ji.川河原 // 地 0.052 27.6 
不老泉附近 // // 0.013 27.9 





と見ると地Yi阻泉伏流の定さ'"ま， HazellS などの賞験により A に淵度il~j[tr加へ，且つ
窓際軍事を'1:土"}40九に取ると
z'二2.:~ m/day z，t '2TC 
7'=4.0 m/clav at o:'iC 









(7) 瀬出f錦織: 別府i昆Jí~の感l靭度分イíi; 1.:晋l占治 2 谷第 1 妓;:í~24J{. 
同 月IJ府市街it:i泉の湧問量1こ及I i'・す降雨影響度J)'{jj; 本誌第 2~第 2 Weお152頁。
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